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　新緑の候　皆様におかれましはご健勝のこととお喜び申し上げます。

平素よりはくばＳＰＦ豚農場の事業運営につきまして、格別なご理解と御協力を賜り厚

く御礼申し上げます。

　また、関係機関の皆様におかれましても、ご指導を賜り、改めて御礼申し上げます。

　さて、農場の環境対策につきましては、一昨年の台風 19 号被害の復興のため堆肥の搬

出車両が確保できず出荷が例年より遅れたこと、一時的に堆肥搬送装置の故障があった

こと、完全な臭気遮断に到らずご迷惑をおかけしていること、深くお詫び申し上げます。

　今後も臭気軽減のための対策に尽力する所存でこざいます。引き続き、住民の皆様並び

に関係機関の方々のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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堆肥舎内「気化ガス脱臭装置」「誘引ファン」を増設いたしました
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（平成26年　8月 30日設置）

新設した誘引ファン
⑤平成26年　8月 30日設置（ライン赤）
⑥平成26年 10月 30日設置（ライン青）
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姫川側 ⇒　北堆肥舎内「気化ガス脱臭装置」「誘引ファン」設置概略図（令和 2年 4月）
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既存の「水脱臭装置」
（平成26年6月10日設置）

既存の「気化ガス脱臭装置」

既存の散布ライン
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能力 /1 基：100V、60W
ノズル風量：558 ㎥ /h
18ｍ×幅 8ｍ⇒0.4ｍ/s

気化ガス脱臭装置
増設箇所



1.令和 2年度の「環境対策」について

①農場内清掃の徹底
　環境対策マニュアルに基づき、農場内の清掃・環境整備を実施　
②気化ガス脱臭装置について
　「気化ガス脱臭装置」の修理、定期的に設置業者によるメンテナンスの実施　
　担当者による、業務前及び業務後の稼働確認を継続　　
③堆肥の搬出
　堆肥袋詰め機の新設
　観光客の影響も考慮し、極力週末を避けて搬出　
④臭気に関する情報収集の強化
　環境ウォッチャー会議を「環境モニター」の方にも同席して頂き開催
　情報の収集と状況の確認

２） 環境対策の実施状況

１） 農場周辺の環境調査

目　　的
　農場周辺の臭気状況の把握と環境対策効果の検証
　地域住民の皆様への情報提供
　臭気に関する情報収集
　今後の環境対策への反映

〇実施場所：農場周辺地区

令和 2 年 7月29日（水）
農場入り口での打合せの様子

2.令和 2年度　第一回環境対策会議が開催されました

　対策会議では、本年度の臭気の発生
原因として、事業者より下記の報告が
されました。これを受け、臭気対策強
化について検討いたしました。

令和2年10月5日「第一回対策会議」の様子

■台風19号の復興の為堆トラックが

　確保できず、堆肥の集中搬出が遅れた

■撹拌機・搬送ラインの故障が多発した

令和 2年 7月 29 日（水）に環境対策巡回を実施いたしました。



連絡先一覧

はくばアルプス農場（0261-72-2716）　　　  全農長野ＳＰＦ豚繁殖センター小林（080-1330-0974）

常務理事  長澤忠義（080-6935-4545）　　　  営農部長　窪田久義（080-1200-8308）

営農販売課長  丸山正樹（070-3973-8648）　  環境ウォッチャー　上川幹夫（070-4332-6950）

3.令和 2年度の「環境対策」への取り組みについて

令和 2年度第 1回目の環境ウォッチャー会議（環境対策情報交換会）

令和2年7月1日（水）
　  本所アプロードで開催しました

　新型コロナウィルス感染防止の為延期とな
っておりました令和2年度第1回目の「環境
ウォッチャー会議」を開催いたしました。
　現在の状況把握（本年度は臭気の情報が多
いとのご指摘を頂きました）と、今後の対策
についての検討をいたしました。
　現状を受け、事業者として更なる改善に尽
力して参ります。

令和 2年度第 3回目の環境ウォッチャー会議（環境対策情報交換会）

令和2年12月14日（月）

令和 2年度第 2回目の環境ウォッチャー会議（環境対策情報交換会）

　9月11日（金）第2回目の「環境ウォッチャー会議」を開催し、現状の報告と今後の
対策について話し合いました。引き続き、機器のメンテナンスとより効率的な脱臭方
法の模索を行うことを確認いたしました。

　12月14日（月）令和2年度第3回目の
「環境ウォッチャー会議」を開催いたし
ました。
　堆肥袋詰め機の新設、機械装置のメン
テナンスの実施について確認いたしまし
た。この会議より小谷村・白馬村の担当
課長にも出席頂き、今まで以上の連携と
幅広い情報共有を行って参ります。


